
 

 

 

 

2025 年５月 13 日 

各 位 

 

代表者名： 代表取締役社長兼 CEO 松本 大輔 

（コード番号 9479 東証スタンダード市場） 

問合せ先： 執行役員  中村 健一 

（TEL ： 03 – 6837 – 5000 代表） 

 

2025年３月期通期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2024 年 11 月 7 日に公表いたしました 2025 年３月期通期連結業績予想と本日公表の実績値に差異が 

  生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期連結業績予想と実績値の差異について 

■2025 年３月期通期連結業績予想と実績値の差異（2024 年４月１日～2025 年３月 31 日） 

 （金額の単位：百万円） 

 

売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（A） 

（2024 年 11 月 7 日） 
14,560 50 160 40 1.18 円 

実 績 

（B） 
14,387 △237 △122 △105 △3.26 円 

増 減 額 

（B－A） 
△172 △287 △282 △145  

増 減 率 △1.2% - - -  

（ご参考）前 期 実 績 

2024 年３月期 
14,466 △483 △366 △1,036 △30.64 円 

 

【差異の理由】 

当社は、上半期の実績を受けて、2024 年 11 月 7 日に業績予想を修正しております。 

当下半期においては、出版・電子出版事業が前期比では大きな改善となったものの、書籍の出荷が想定を

下回ったことで下振れの動きとなりました。加えて、POD プラットフォーム事業等その他の事業の若干の下

振れも積み重なり、売上高は▲172 百万円の下振れとなりました。 

また、各段階利益については、営業利益の差異が大きく影響しております。営業利益の差異については、

在庫の評価が想定した程の改善には至らなかったこと、ネットメディア事業においてはネットワーク広告の



 

 

減少による収益性の低下が顕在化、加えて第 4 四半期連結会計期間において、孫会社「原の小屋」の譲渡や

不採算のオリジナルマンガ事業からの撤退等に伴う一時的な費用 86 百万円を計上したこと等により、営業

利益は業績予想に対し▲287 百万円の差異が発生いたしました。 

 

以上 

  

【本件に関するお問合せ先】 

株式会社インプレスホールディングス コーポレートコミュニケーション室 広報担当 

TEL: 03-6837-5000 代表 / E-mail: release@impressholdings.com 

URL：https://www.impressholdings.com/ 


